
¥一¥iE言

、一、-山町、一、一、ー一九一一←一一ー一一一一
~~- -

~--_.-

-一一「 一世i

昭
和

十
九
年
第

三可

出品決
施校イ責教 ~y !! 
設分 Jh育正当 11 
整)百施~、 11 
備六設 I1 発行所

事 十整 I1 愛媛県喜多郡

重品、、 1十 iqj芝生
充 (業♂ 11 印刷所 摩本印刷所
一こ石計く〉四 当 111----一一一一一一
し億れ手歳一亘想起 111 2月の人口動態」た七で十入昭刀 v待債 111 _. ~ . ------ 1 
0 千 戸八歳和円改壱 111 男 8.3 3 1 
八般万、出三の修千 111 女 8.9 3，4 .斗 1
十会四追十倍事万 1I1 計 17.255 11 
四計千加久入業円 111 世帯害事ir 4日日?

3SEEH号o 111 :~~~3 ~*;~~E) 
左足茄生般造雇 iil 婚姻日離婚 l
り、。ニ会。債 1 

j会五学秀君じ校
中入校紀、〈三
、が五君同山年
笠学年、じ下生
茂校生そく幸の
下かのれ二男門
区ち神に隼君回
の帰野大生、敏
藤てコ俊和の菊郎
淵て章第佐地君

連絡に走って皆んなに知らせた高震勝志さん栄い君二々親
(右〕と水j召あけみさん(左〕 松るの小木次同

そ和主l で 消ン ま二大のすしかた松 さいさ
く第穣ー消そ火やそし中和門ご関り後さかっ煙ん
ハー壇方しのに呈した学農田いけ、でんけそが宅
ケ小豊、止為つをて。校協敏煙家ま留はつく出の
ツ中茂知め、と五、 と豊聞ののず守野けかて家
を学支らま大め人燃 ヘ茂君中中入で良まけいか
持校所せし火までえ 竜支がでに口あ仕すつるら
つでなをた l亡し還て 話所、中入のる事とけの
ではら支。なたびい でとさ学りドこに、まにも
現、びけ る。出る 連大つ三、アと仔藤し気の
場さにた 寸 しプ 結和そ年もをがか i開たづす
につ大大 前 、ト し第く生の押われ栄。きど

表がのに も至が人 てょにか
彰あ弗っこあつなのといつはけ
すり績とのりてか!足立まて五つ
るまはめソくまいつ童ろし、人け
こす、た災せたた生でたものま
との誠五早んこな徒、。う児し
!こでに人期。とらのも ，重た
決、大の宣告 はば換し ?土生が
め近ぎ児見 言、敏、 ?自徒
まくい章、 う大なこ したそ凶行ι 一 醐必 ωi側 h 

じ町も生 i消白 ま火処の 止ちの ;ぬ%ヰぬぷ宇ぷi祭 ふぷ! ふ…ふ潟ム必必注這 占ぷ ;一一ぷ袋ぷぷミ手掠?祭滋1認芸'<，l!j;ぷi灘益臨臨議悦綿認 広獅方世
た‘セでの徒火 でに置五 めに時 汝繍綴繍譲 繁機緩災議麟畿絞; 緩欄慨饗総らぷi議繍畿議繍議繊総胤三よ誠f議議欝紘長袋繍議翠繍翠輔繍掻幾繍議緩翠 田目冊冒

j指旨 た j途£、六月ノルレ沢沼勝 櫛 鰹轍謡鱗欝謡麟欝麟騒盛醐齢鱗鞘露離議議鞠麟協議議 工之ム
でだ が須十さ水けき生生鱗欝欝鱒鰐欝幣開講昭和醇 議長に i 
揮たコ中炭字二子、あ恵櫛 機構繍醸議題麟援護麟轍錦繍麟鐙難関車産震語講欝""".，.~ ~ ~~ sA >>_.， ! 

1 山主沢四ん口みい 小心鴇強襲轍鮒舗数鰯議離盤鎚韓議 ム.)c'..，. (l-'-!~. ..，... ~ ~...__ _~ ..，...."'"' f 

iiiiii!?;持品総裁諜鶴鐘 ZZ -官22…1 
日?日i55522 きも7jf.~J:.=~~~ê.rfí;)(師二二二手話干葉 7E 一号説話11賢官官立了。ー識で :i
水の しく L 、ニテ浜水屋 1 ;;._; ;~... 長浜町議会構成表 、 i 
場沢潤小、刊 し須日五口!どならけ吋等た手ときまー1-.&日団 町 議 一一会長塑dLJS

ii!日iY!?先日民主主ii221211器ず語話語日:;11
消の本水中年年ら 々シにノレと|り、けかぞ長式露ボ全ふの摂 盛、ら去年 ド斗 戸13 Blj係委多 芦戸 | 
火方孝沼寛本生せ にぺ走離は|で回てられ以がさジにれ中氏 大団長日 開 I'Je 宣車三里町池一-新'(Q) (Q) (QJ 内側~L

1iii;詰 iLi141ii告111;iHiR日昨日』 J248ihi1ili1iii;;ilJ
Zなれ豊三日JZtヨ寝耳152EZ咋盟主語刊むは問初 東塁本登員弘司 o0助 O治oB ii 
iT25;fiiド詰!?許?????32i日515iiEEB式 豊323て静ii i i 壁 I[~
決こ 死、なのく事六、|ド火てま、いを十れー後葉い為代忠のしつ万生 新助之 市中行行信市民 l li 
めの!の水指は消が時大|し司11消し午進発九わ万、を進、表男慌たて八命 谷助護本一上 旬 r 
ま二 活沼揮、し、 頃火 i、練火た前し揮年れ八一述致消し亙IJ辞 G 下子、 芳渡 田一芳吉山西浦水 一
し人躍あと水と大 、に. I続の弾。十てしも消千宮ベし防て問が さ人財 朗辺四 重宮則木下村田四
たも にけ、口め火 消い|い後に ーほて節防人亀らま精「長あ いの産 ~.， ~仁村 支不IJ 吉清 f定

。表よみ高清るにじた|て、よ時し、度団の久れす神まかっ 。福等 滞之竜 民行実信雄護定後
彰 るさ賢子とい とら!長町る 半い消あ貫目IJt.!f:ま」のすらて 」初、 回助一 一

二 句徳池新中藤
三時松巧谷敏坂高時兵夫春高実字高正熊健久男本徳博田輔計戎 り 物ぶて浜 定菊宮 宮 極山田谷上熊
ツ祢本、田明東橋続頭、秀木、之田甫本一保、怒田郷中、話 協周宮守でな人ぎ一大 地本 長 芳芳市

iHFA対宅EHifHH寛色村E童話i231:51;立時間:日;;;:E
五割専有吉主自室型長宅造空±井虫害奈実告、五士智官需雲市益記長警芝望 室詩書2 雄 主 戸村喜吉 E章二三
ヒ、米神高、光七、或林、魚満好、久ー、千新、勝、賞新)長(消十菌1芸 者まをい寒 松 永 護美之太
忠滝ー内博沢男五清敏内字貢見、光池吉西元江中嘉二男目、)団 防五回彰 γはせ包‘空 簡 田 助郎二
男回、 、井、三水、都、栄後、内、岡、時村、雪、五久、長 長凶次:まみ白に 仰 つ 村
、竜沢悟高亘松地 兵妥宮東一繰立定《主束行佐渡義鎌月保門 '-.J '-' の fじ、い向 卒 渡 竜
畑光井、屋夫浦、練費、達 、 脇堆保則 、害壁徳田、鶴田 、 通た見しつ

面子百五E し所役加 いれ金五五一 願締締盟 神l清大夫幸西郎 六万久啓鎌和河失国北吉田横ー大~\ ¥ 

ド 日2予言言t主主 222ZZ 密警子童 話戸塚三日4西表妄EJ品ふ下村ι~EE守点
目 23訂以ふ:1日 J ι 未目由iii窓目的主J1!日時一出向JJPU吋品ド品
目日iZ4日比守主 当加:騨霊童てjH15妻著書男達男塚可室町サ担当日時
U2ド会盟問主契Z塁手 町入軒議自己 Jド七ヰ喜苦言明九古互い百九一文ノ戸
はおれ加 続の万金 なし他金才 、でで醤血鳴 浮 、満山、成森 λ 忠 坂猛云、井、議松郎 久室井、西上
はのりば入 き連はに つなのか以 轟昌弘轟 夫 春高秋下尾本 士 回、長山芳山周本、淳保、数山考目
、理まな者 を絡、も てけ年厚上 、も損欝翠霊童襲 、 秀回、一野淳六 、 平自栗本綱本、筆増、正裕美下夫

う入 ぎい金もいでいる分 す保 すを齢齢τz嘩謹 会 藤和上衛矢金時沢吉谷正長 勝栄井武菊先片登西邦東寛石i
。吋仏きηEド幻訂 器 でし騒轟 4一長4Eト埼Eド室理ヰEA日喜ド司主ド弐九目叫JJモ吋児U一斗3rト考~義J4J却J富引引|仁; 
雪民会ご日号斗 2アこ手ドと灯 毎 r.: 1.回一ナ←， 欝轄 査日E町わ刊巧吋巾Eド円宅可中5ド門均吋中語問宮下て自伊円禿可完F円男咋塁良量托九払毒ι訂?占λj
:ピ山?ロ引そ村i1242iHF鵠 1団iF日間中盟賢官官35諮問;
主手 長会長き更Z2完理主 櫨盤調窪霊 童詩需FE i喝室時1均長 E-考E蔓古てE地喜柊吐1
しに きf い子かし当ーえ亡、り 栄婦 嘉式幸山馬田沢登池武浪清治辺材虎神時畑春や11 秋，~元久 l
よ加次と年〈て町なす自ま 人 男知、本、井吉田福本隆ー正山、，1J男 i育、内男中、保|

号
ザノ

[lfFーι 一一

Ili . 
ーへ

!11F!i: 

-ma E
 

mu--E圃月
四
富

ー

時z

8 6 

rt:.事長
官許十

町を

。
昭
和
三
十
九
年
長
浜
町
議
会
こ
の
後
、
議
長
、
副
議
長
、

第
一
回
臨
時
会
以
、
会
る
二
月
各
常
任
呑
口
貝
な
ど
の
改
選
が
、

十
四
日
午
前
十
時
か
ら
役
場
会
別
項
の
通
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

』
町
一
議
室
で
関
か
れ
ま
し
た
。
な
お
、
同
日
の
議
会
で
決
つ

e

一
-
同
日
は
、
ま
ず
新
谷
文
教
厚
た
主
な
事
項
は
次
の
通
り
で
す

一
生
委
員
長
の
委
員
会
経
過
報
告
。
長
浜
町
職
員
給
与
条
例
の

志
一
が
あ
っ
て
、
本
会
議
に
は
い
り
全
文
故
正
と
、
長
浜
町
教
育
長

i
一
昭
和
三
十
八
年
度
追
加
更
正
予
給
与
条
例
の
一
部
改
正
。

支
一
算
四
件
、
条
例
の
改
疋
案
二
件

A
V

有
線
放
送
施
設
の
運
営
を

A
U
H

一
起
債
に
関
す
る
議
案
三
件
、
有
継
続
す
る
こ
と
。
(
昭
和
三
十

一
線
放
送
施
設
の
運
営
紙
統
に
関
、
九
年
五
月
十
四
日
で
、
有
線
放

豆
一
す
る
議
案
一
件
、
以
上
合
わ
せ
ー
送
施
設
に
対
す
る
郵
政
大
臣
の

官
一
て
十
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
認
可
が
切
れ
る
の
で
、
こ
れ
を

!
一
一
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
さ
更
に
五
ヶ
年
間
有
効
期
間
延
長

事
一
れ
、
午
前
十
一
時
五
十
分
間
会
の
申
請
を
し
て
昭
和
四
十
四
年

E
一

し

ま

し

た

。

五

月

迄

延

長

す

る

も

の

で

す

)

嵐

「
ア
ツ
ロ
瞳
が
出
て
h
i

る」

大
火
寸
前
見
事
に
消
火

大
和
第
二
校
の
生
徒

;

、

有
太
和
第
二
小
中
学
校
の
児
童

発
一
生
徒
の
機
敏
な
処
置
に
よ
っ
て

。
回
一
早
期
消
火
に
成
功
し
、
大
事
に

日
一
い
た
ら
子
に
す
ん
だ
と
い
う
明

毎
一
か
る
い
話
題
で
す
。

(
-
一
去
る
ご
パ
二
十
一
百
(
土
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午
後
一
時
頃
、
大
和
第
二
中
学

(ー)

J
 

」

?
4

1
 

1
l
1
J
 

t

、『、ー

噛
閉
園
鶴

:藍

争



¥ 
/ F千戸-、ーーー-，ー，シ〆F

一一一一一一

主
]
'
'
。

ま
た
、
た
と
え
小
さ
な
も
の

で
も
、
記
念
品
な
ど
を
贈
っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
今
後
し
ば
ら
く
の
聞

は
、
特
に
注
意
深
い
思
い
や
り

も
う
す
ぐ
で
、
こ
れ
か
ら
生
活
す
る
こ
と
さ
ん
た
ち
は
こ
の
新
し
い
門
出
が
必
要
で
す
。

新
学
期
が
始
に
な
る
毎
日
は
、
子
供
に
と
つ
に
立
っ
て
い
る
子
供
さ
ん
達
、
今
ま
で
の
自
由
な
生
活
か
ら

ま
り
ま
す
。
て
も
、
肉
体
的
に
も
、
精
神
的
弟
や
妹
に
た
ち
対
し
て
温
い
励
離
れ
て
、
急
に
時
間
に
し
ば
ら

新
し
く
一
年
に
も
大
変
な
日
々
な
の
で
す
。
ま
し
の
こ
と
ば
を
お
く
っ
て
下
れ
な
が
ら
大
勢
の
人
の
中
で
の

，
生
に
な
る
お
と
の
苦
し
さ
に
う
ち
勝
っ
て
楽
さ
い
。
そ
し
て
お
母
さ
ん
か
お
共
同
的
な
生
活
に
入
る
の
で
す

子
さ
ん
(
長
し
い
学
校
生
活
が
で
き
る
よ
う
姉
さ
ん
が
腕
を
ふ
る
っ
て
ど
ち
か
ら
、
心
身
共
に
と
て
も
疲
れ

浜
町
で
は
別
に
、
ご
家
庭
で
も
細
心
の
準
備
そ
う
を
作
り
家
中
で
お
祝
の
会

表
の
通
り
で
を
整
え
て
下
さ
い
。
を
関
か
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

す
)
そ
し
て
お
家
の
方
々
は
、
、
お
か
あ
さ

そ
の
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
し

ら
っ
し
ゃ
る
と
と
で
し
ょ
ラ
。
ん
方
へ

子
供
さ
ん
は
何
人
あ
っ
て
も
そ
こ
で
、

ど
の
子
供
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
ず
お
う
ち

入
学
は
初
め
て
で
す
。
の
方
々
、
特

新
入
学
児
の
立
場
に
な
っ
て
に
お
兄
さ
ん

導

き

ま

し

ょ

う

。

お

姉

さ

ん

、

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
と
全
く
お
父
ち
ん
、

違
っ
た
晶
子
校
と
い
う
集
n
の
中
そ
し
て
お
母

、、、

第 86号

夢いっぱい付

ーーーーー

年

つ
;11111111111111れ

三し

な
あ
=
一
三
一
一
一
Z

一
三
一
=
一
三
一
三
一
重
量
産

生
三
一
一
一
E
酬

Uまカま

人
生
は
ス
タ
ー
ト
が
大
切

な幸艮屋霊

「
新
し
い
門
出
に
は
温
い

愛
の
は
げ
ま
し
の
こ
と
ば

を
も
っ
て
:
・
、
で
は
、
い

つ
之
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
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住
民
相
談
室

活

動

の

ね

ら

い

は

愛
護
班
は
、
P
T
A
の
日
常

活
動
の
細
胞
組
織
と
も
い
え
ま

す
が
、
も
ち
ろ
ん
P
T
A
だ
け

に
は
か
ぎ
ら
な
い
で
、
地
域
の

(毎月lIT

い
利
達
し
え
な
い
神
秘
的
な
極

致
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
)

と
こ
ろ
で
、
寿
永
年
聞
に
、

平
の
清
盛
入
道
の
息
女
時
代
子

姫
が
父
の
罪
障
消
滅
の
為
、
上

浮
穴
都
小
田
町
清
盛
寺
へ
寄
進

さ
れ
、
そ
の
後
、
盤
圭
国
師
関

山
の
大
洲
の
如
法
寺
に
移
さ
れ
愛
護
班
の
歌

さ
ら
に
大
洲
城
主
加
藤
出
羽
守
司
主

3

1

-

j

泰
恒
公
が
参
勤
交
代
の
海
上
安
け
引
↑
重
て
』
一
五
B
L
-
主
る

全
を
祈
る
為
、
こ
の
沖
浦
の
地
問
ー
一
一
宮
わ
2
韮
乙
諒
一
刊

に
移
さ
れ
た
も
の
だ
と
伝
え
ら
田
上
主
目
陸
士
重
一
レ

れ
て
い
ま
す
。
仏
像
は
当
初
、
松
村
主
ゎ
一
ト
甚
さ

現

年

住

職

が

居

住

し

て

い

る

所

主

件

昌

二

軍

V

に
安
霞
し
で
あ
り
ま
し
た
が
、
昌
一
制
一

E
れ

子

宮

哨

大
正
九
年
三
月
に
現
在
の
所
へ
=
霊
村
主
か
一
韮
山

本
堂
が
建
設
さ
れ
て
移
さ
れ
、
三
手
い
』
重
品
一
弓
ち

三
玉
世
・
5
=
E
=
i
F
3
宝
4a

大
正
元
年
九
月
に
国
宝
の
指
定
-
歪
ト
ト
ニ
ヨ
に
.
霊
一

を
受
け
ま
し
た
ω

三
E
H
M二
一
望
ア
雪
山

な

お

、

海

上

の

安

全

を

祈

る

=

君

主

一

戸

霊

山

と
共
に
安
産
お
よ
び
男
女
性
別
語
恥
-
一
手
て
童
書

の
慾
し
い
子
を
さ
ず
け
ら
れ
る
童
の
一
自
吋
雪
山
川

功

徳

が

あ

る

と

い

わ

れ

腹

雪

量

竺

4~吋

受
け
る
人
も
多
く
、
大
祭
の
四
一
立
十
川
一
韓
日
一
一
一
事
付

月

十

七

日

に

は

、

遠

近

か

ら

の

附

匡

長

ぇ

吾

ぁ

参
拝
者
が
多
く
、
当
地
万
最
大

j
-
i
q

一主屯

(
約
二
万
人
)
の
人
出
で
に
ぎ
愛
媛
県
ド
T
A
連
合
会
選
定

と
の
お
寺
は
、
万
松
山
瑞
竜
わ
い
、
吉
例
の
モ
チ
ま
き
、
宝
松
田
寿
雄
作
詞

寺
と
い
い
、
十
一
面
観
世
音
を
ひ
ろ
い
、
そ
の
他
数
々
の
催
し
松
上
博
作
曲

本
尊
と
し
て
い
ま
す
。
が
あ
り
参
道
の
両
側
に
は
出
庖
堀
江
貞
一
編
曲

と
の
観
音
像
は
、
今
か
ら
千
が
軒
を
連
ね
て
、
祭
礼
気
分
を
愛
護
班
の
歌

一
二
両
余
年
前
、
推
古
天
皇
の
時
盛
り
上
げ
ま
す
2

ー
か
け
が
え
の
な
い
子
の
為
に

代
に
鞍
作
止
科
と
い
う
飛
鳥
時
ま
た
、
当
町
随
一
の
桜
の
名

|
|
I
l
l
i
-
-
1
1
6
1
1

代
第
一
の
仏
師
が
彫
刻
し
た
も
所
(
吉
野
桜
)
と
し
て
も
有
名

V
有
線
放
送
電
話

の

で

す

。

で

、

四

月

に

金

山

が

桜

の

花

で

番

号

簿

(
こ
の
人
は
、
わ
が
国
彫
刻
史
つ
L
ま
れ
る
頃
に
は
、
花
見
の
次
の
方
が
追
加
に
な
り
ま
し

の
最
初
を
飾
る
第
一
人
者
で
あ
客
で
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
た
か
ら
、
「
長
浜
町
有
線
放
送

り
、
当
時
の
彫
刻
は
、
現
代
美

h
M
m
M
M
H
M
m
M門
H
M叶
電
話
番
号
崎
得
」
(
昭
和
三
十
八

術

の

ま

集

め

て

も

、

と

う

て

包

ヨ

司

ω
日

以

年

十

一

月

百

発

行

の

き

に

一
江
=
一
一
エ
ロ
ぷ
可
4
且
記
入
し
て
下
さ
い
。

動

を

本

来

の

目

的

と

し

て

い

る

五

、

班

員

の

学

習

っ

熱

意

の

あ

る

十

人

か

ら

こ

あ

る

。

一

G
t
E
7
V
R
T叫

一

J
t
l
t
〈

E
〈

二

ペ

ー

ジ

団
体
で
す
か
ら
、
こ
う
い
っ
た
六
、
環
場
整
備

J

十
人
て
い
ど
の
有
志
グ
ル
二
、
一
人
一
人
役
主
義
を
も
と

7
m山
川
山
山
間
山
川
山
川
目

1
・

小
団
体
を
作
り
具
体
的
な
活
動
そ
し
て
、
活
動
の
進
庁
方
と

l
プ

に

す

る

。

に

計

一

倒

的

に

、

さ

、

事

=

一

氏

名

岩

城

荘

三

パd

し
ヵ
一

V
入

学

式

は

番

号

三

O
七

を
す
る
義
務
さ
え
あ
る
と
い
え
し
て
は
特
に
一
三
、
親
と
教
師
を
中
心
と
し
て
ら
で
も
、
す
ぐ
実
行
し
ず
一

ま

す

。

一

、

自

主

的

に

子

供

へ

r愛
情

地

域

の

み

ん

な

の

協

力

と

い

く

こ

と

。

一

四

月

八

日

署

名

横

町

「

コ

一

、

座

談

会

を

関

ぎ

な

が

ら

、

一

十

ペ

ー

ジ

一

関

心

を

得

ら

れ

や

す

い

も

一

昭

和

三

十

九

年

度

入

学

児

童

氏

名

宮

本

庫

雄

の

に

す

る

。

日

時

的

幻

持

見

し

山

J

一
生
徒
の
入
学
式
は
、
四
月
八
百
番
号
五
四
三

四

、

子

供

の

非

行

を

決

し

て

個

日

ロ

う

一

水

曜

日

(

時

間

は

、

各

学

校

に

部

落

名

沖

浦

人
的
な
責
任
と
し
て
追
求
四
、
い
ろ
ん
な

J1
パ
は
じ
よ
っ
て
違
い
ま
す
)
各
小
中
学
二
十
六
ペ
ー
ジ

し
な
い
で
、
社
会
的
原
因
そ
れ
に
ち
j
ん

ト

ク

一

校

で

行

わ

れ

ま

す

。

氏

名

白

井

芳

夫

お

れ

れ

目

的

ぶ

日

釘

u
h
u
ロ
ー
た
ち
一
な
お
、
と
の
春
、
小
学
校
へ
番
号
一
八
九

を
取
り
去
叩
，
G
。

五

、

班

員

の

み

ん

な

が

、

い

つ

一

入

学

す

る

子

供

さ

ん

吋

昭

和

部

落

名

加

屋

五

、

日

す

訴

訟

討

結

民

主

計

三

一

一

江

一

時

一

一

日

れ

時

V
行

楽

期

の

宅

の

輪

番

で

持

つ

。

一

ま

れ

た

子

供

さ

ん

で

す

。

注

意

の

い

ろ

い

ろ

止
し
守
り
合
え
る
よ
う
に
六
、
家
庭
学
習
、
続
書
会
、
ぉ
一
も
う
す
で
に
入
学
通
知
書
は
花
見
ど
き
に
は
、
留
守
を
荒

育

て

る

。

一

茶
、
生
け
花
等
あ
ら
ゆ
る
↑
届
い
て
い
る
事
と
存
じ
ま
す
が
す
あ
き
巣
ね
ら
い
が
多
〈
な
り

そ

の

運

営

は

共

通

の

テ

1
7
を
と
ら
え

τし
、
も
れ
て
V
る
方
が
あ
り
ま
す
の
で
、
鍵
は
二
段
、
一
一
一
段

一
、
愛
護
涯
は
、
自
然
発
生
的
て
結
び
つ
け
て
行
〈
。
正
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
か
、
に
か
け
る
こ
と
。

な
の
が
本
来
の
古
り
方
で
(
資
料
愛
媛
新
聞
社
)
亙
く
の
学
校
へ
と
連
絡
下
さ
い
ち
ょ
っ
と
の
留
守
に
も
戸
締

ー
ミ

/-υ

一円

1
jリ

i
l

，

1
1
J
 

ま
す
。学
校
か
ら
帰
っ
て
来
た
ら
、

「
何
を
勉
強
し
た
の
?
さ
あ
、

お
さ
ら
い
を
し
な
さ
い
。
」
と

う
る
さ
く
い
う
の
は
禁
物
で
す

か
る
く
、
学
校
の
話
を
聞
く

程
度
に
し
、
昼
寝
で
も
さ
せ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

特
に
食
べ
物
、
睡
眠
時
間
な

ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
(

写
真
は
、
長
浜
町
本
町
三
丁
目

で
写
す
)

k 

A十主I与 校 別 男 女 計

喜多灘小学校 11 10 21 

長浜 /1 64 43 107 
青島 /1' 4 6 10 
櫛生 /1 20 11 31 
出海 // 7 7 14 
大和第← H 10 7 17 
大和第-/1 17 13 30 
柴 /1 3 9 12 
白滝 /1 14 13 27 
戒川 /1 3 7 10 

メ口入 計 153 126 279 

昭和39年度新入学児童一覧表

(写真は11面観世音

長浜町J新町の青野義生氏提供)

子
供
た
ち
に

と
力
を

学
校
、
家
庭
、
地
域
総
ぐ
る
み
で

" 

4 

一!すら形たと
lいで式も理
i Iもも化の解)! CD美しにか
lに際なすら
lす夜二_I<，_五w盈rず活で。り
jた苧、 上

CII~L，- L 何が
ぺヲ品、 てコ

「
愛
護
班
の
歌
」
を

ャ/よ

笑
み
を
た
・
与
え
て
子
供
ら
に

さ
あ
日
み
ん
な
歌
い
ま
し
ょ
う

， (4) 

桜界
と壁
一-
j中望景
浦国
宝
観 の
ヨ包
日

脅-，ー.、ー-

λ 

門
間
】
愛
護
班
活
動
と
は
一
な
ぜ
必
要
か
?

ロ
に
い
っ
て
、
ど
ん
な
活
動
を
少
年
、
少
女
の
不
良
化
は
、

-
い
う
の
で
す
か
?
(
長
浜
町
十
四
、
五
歳
位
の
年
令
か
ら
自

一
大
字
青
島

T
-
H
生
)
・
立
っ
て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
【
答
】
学
校
に
、
子
供
た
ち
ま
た
子
供
達
の
方
が
、
お
と
な

日
一
を
行
か
せ
て
い
る
親
た
ち
な
ら
に
く
ら
べ
て
、
交
通
事
故
や
水

一

難

事

故

の

被

害

者

が

多

く

な

っ

却
一
だ
れ
で
も
、
そ
の
一
員
で
あ
る
て
い
ま
す
。

月
一
県
P
T
A
連
合
会
が
県
教
育
委
と
れ
は
、
子
供
た
ち
を
立
派

前
一
員
会
と
い
っ
し
ょ
に
盟
主
十
侃
崎
町
民
一
位
前
例

r
M川一日

均
一
七
年
あ
た
り
か
ら
大
含
く
と
り
と
に
原
因
す
る
場
合
が
多
い
よ

称
一
あ
げ
て
い
る
運
動
で
す
。
う
で
す
。

昭
一
一
ロ
に
い
え
ば
、
掌
校
、
家
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
ラ
ジ

一
庭
、
地
域
社
会
を
通
じ
て
、
お
ォ
ゴ
ア
レ
ピ
放
送
、
映
画
、
マ
青
年
た
ち
が
子
供
た
ち
の
た
め
そ
こ
で
目
標
は

〉
-
と
な
た
ち
が
、
す
べ
て
の
子
供
シ
ガ
な
ど
の
は
ん
ら
ん
、
，
遊
び
に
愛
と
カ
を
さ
ん
げ
て
い
る
例
て
不
良
化
防
止

二
一
た
ち
の
幸
福
を
願
っ
て
、
助
け
場
を
も
た
な
い
子
供
た
ち
、
ど
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
二
、
地
域
子
供
会
の
育
成

一
合
い
努
力
し
よ
う
と
い
う
の
で
…
泣
い
訴
滅
的
祉
制
町
一
明
代
吋
け
れ
ど
も
、
P
T
A
は
直
接
三
、
交
通
水
難
事
故
防
止

ず

。

戸

は

で

き

ほ

い

事

去

り

で

す

;

子

供

之

あ

わ

せ

に

は

。

活

伊

レ

ク

エ

l
v
ヨ
ジ

|

|

|

{

1

1

1

1

一

」

桜
や
つ
つ
じ
百
五
百
本
植
樹
浦

育
て
よ
う
み
ん
な
の
愛
の
手
で
沖

桜
の
名
所
と
し
て
、
県
下
に
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

名
高
い
沖
浦
観
音
に
、
白
滝
の

観
音
客
の
立
派
な
憩
い
の
木

裁
知
苗
木
庖
主
の
破
格
の
苗
木

と
な
る
よ
う
、
み
ん
な
で
苗
木

提
供
と
、
沖
浦
地
区
の
方
々
の

を
育
て
L
や
り

ご
協
力
に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
校

の
苗
木
三
百
本
、
っ
i
じ
苗
木

二
百
本
を
去
る
二
月
二
十
九
日

植
樹
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
沖
浦
地
区
子
供
会

の
皆
さ
ん
の
手
で
育
て
て
い
た

地
域
の
親
が
輸
に
な
っ
て

笑
み
を
た
与
え
て
子
供
等
に

明
る
い
声
を
か
け
る
と
き

朝
の
光
は
き
わ
や
か
に

町
い
っ
ぱ
い
に
き
し
て
く
る
‘

ー
か
け
が
え
の
な
い
子
の
為
に

地
域
の
親
が
輪
に
な
っ
て

我
が
子
人
の
子
へ
だ
て
な
〈

愛
の
ま
な
ざ
し
交
す
と
き

ま
ひ
る
の
光
う
ら
L
か
に

子
等
の
ひ
と
み
に

て
り
は
え
る
0

3
か
け
が
え
の
な
い
子
の
為
に

地
域
の
親
が
輪
に
な
っ
て

夕
げ
を
か
こ
み
語
り
合
い

楽
し
い
歌
の
も
れ
る
と
き
正

星
の
光
は
ま
た
・
ふ
い
て
一

明
日
の
希
望
が
わ
い
て
〈
る
一

ιか
け
が
え
の
な
い
子
の
為
に
一

地
域
の
親
が
輸
に
な
っ
て
一

子
等
す
こ
や
か
と
守
る
と
き
一

国
の
未
来
は
背
負
わ
れ
て
一

世
界
の
空
の
果
て
ま
で
も
一

平
話
の
鐘
が
鳴
り
ひ
び
〈
一

り
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
一

戸
締
り
は
目
立
た
な
い
よ
う
-

に
工
夫
す
る
こ
と
。

ま
た
行
楽
期
に
は
、
留
守
中

の
火
事
や
山
火
事
な
ど
が
増
加

し
ま
す
の
で
、
外
出
時
に
は
必

ず
火
の
元
の
安
全
を
確
か
め
る

こ
と
。タ
パ
コ
の
火
は
必
ず
も
み
消

す
こ
と
。

交
通
法
規
を
よ
く
守
り
事
故

を
起
き
な
い
こ
と
。

者二

編
集
室

A

V

W

依
の
咲
く
こ
ろ
は
、
人
の

か
ら
だ
の
新
陳
代
謝
が
盛
ん

に
な
り
始
め
、
パ
ラ
シ
ス
が
く

ず
れ
た
り
、
ピ
タ
ミ
シ
が
不
足

し
た
り
し
て
不
調
に
な
り
が
ち

で
す
。

A
V

四
月
は
、
新
入
学
、
進
級

就
職
の
月
。
環
境
が
変
わ
る

と
、
と
か
く
疲
れ
や
す
い
も

の
。
家
族
の
健
康
に
十
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。


